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定
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八

〇
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害
者
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日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
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に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定 

（　
　

同　
　

）　
　

八

〇
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く

指
定
一
般
相
談
支
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事
業
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指
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八
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料
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境
課
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八
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肥
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の
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肥
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検
査
結
果
の
公
表 

（　
　

同　
　

）　
　

九

〇
特
殊
肥
料
の
検
査
結
果
の
公
表 

（　
　

同　
　

）　

一
〇

〇
平
成
三
十
一
年
度
ブ
ル
セ
ラ
病
及
び
結
核
病
の
検
査
の
実
施 

（
畜　

産　

課
）　

一
一

〇
平
成
三
十
一
年
度
ヨ
ー
ネ
病
の
検
査
の
実
施 

（　
　

同　
　

）　

一
二

〇
平
成
三
十
一
年
度
ア
カ
バ
ネ
病
、
チ
ュ
ウ
ザ
ン
病
、
ア
イ
ノ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
イ

バ
ラ
キ
病
及
び
牛
流
行
熱
の
検
査
の
実
施 

（　
　

同　
　

）　

一
二

〇
平
成
三
十
一
年
度
伝
達
性
海
綿
状
脳
症
の
検
査
の
実
施 

（　
　

同　
　

）　

一
二

〇
平
成
三
十
一
年
度
豚
コ
レ
ラ
の
検
査
の
実
施 

（　
　

同　
　

）　

一
三

〇
平
成
三
十
一
年
度
オ
ー
エ
ス
キ
ー
病
の
検
査
の
実
施 

（　
　

同　
　

）　

一
三

〇
平
成
三
十
一
年
度
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
低
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
検
査
の
実
施 

（　
　

同　
　

）　

一
三

〇
平
成
三
十
一
年
度
家
き
ん
サ
ル
モ
ネ
ラ
感
染
症
の
検
査
の
実
施 

（　
　

同　
　

）　

一
四

〇
平
成
三
十
一
年
度
牛
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
症
、
ト
リ
コ
モ
ナ
ス
病
、
馬
パ
ラ
チ
フ
ス
、

豚
ブ
ル
セ
ラ
病
の
検
査
の
実
施 

（　
　

同　
　

）　

一
四

〇
平
成
三
十
年
度
腐
蛆
病
の
検
査
の
実
施 

（　
　

同　
　

）　

一
四

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
の
変
更
（
二
件
） 

（
森
林
整
備
課
）　

一
五

〇
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
変
更
の
認
可 

（
下
水
道
課
）　

一
六

〇
県
指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
及
び
取
扱
事
務
の
範
囲
に
関
す
る
規
程
の
一
部

を
改
正
す
る
告
示 

（
会　

計　

課
）　

一
六

教
育
委
員
会

〇
教
育
委
員
会
定
例
会
の
開
催 

一
六

選
挙
管
理
委
員
会

〇
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
直
接
請
求
に
要
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
数 

一
七

〇
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
直
接
請
求
に
要
す
る
選

挙
権
を
有
す
る
者
の
数 

一
七

〇
個
人
演
説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
告
示
の
一
部
改
正 

一
七

規

則

　

知
事
管
理
量
に
係
る
く
ろ
ま
ぐ
ろ
の
採
捕
の
停
止
に
関
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
十
号

　
　
　

知
事
管
理
量
に
係
る
く
ろ
ま
ぐ
ろ
の
採
捕
の
停
止
に
関
す
る
規
則

　

（
趣
旨
）
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第 

一
条　

こ
の
規
則
は
、
海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
七
十
七
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。）
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
知
事
管
理
量
（
法
第
四
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
数

量
を
い
う
。）
に
係
る
く
ろ
ま
ぐ
ろ
を
と
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
採
捕
の
停
止
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の

と
す
る
。

　

（
定
義
）

第
二
条　

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。　

　

一　

基
本
計
画　

法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
計
画
を
い
う
。

　

二　

県
計
画　

法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
定
め
る
計
画
を
い
う
。

　

三 　

管
理
期
間　

基
本
計
画
に
お
い
て
、
く
ろ
ま
ぐ
ろ
に
関
し
、
法
第
三
条
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す
る
数
量
（
以

下
「
都
道
府
県
別
の
数
量
」
と
い
う
。）
に
よ
る
管
理
の
対
象
と
な
る
期
間
と
し
て
定
め
る
期
間
を
い
う
。

　

四 　

県
管
理
期
間　

県
計
画
に
お
い
て
、
く
ろ
ま
ぐ
ろ
に
関
し
、
法
第
四
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
都
道
府

県
別
の
数
量
に
つ
い
て
期
間
別
の
数
量
を
定
め
た
場
合
に
お
け
る
当
該
期
間
を
い
う
。

　

（
採
捕
の
数
量
等
に
関
す
る
告
示
）

第 

三
条　

知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
直
ち
に
そ
の
旨
及
び
そ

の
他
必
要
な
事
項
を
告
示
す
る
も
の
と
す
る
。

　

一 　

県
管
理
期
間
に
お
け
る
く
ろ
ま
ぐ
ろ
の
採
捕
の
数
量
が
、
県
計
画
で
定
め
る
当
該
県
管
理
期
間
に
お
け
る
採
捕

の
種
類
別
の
数
量
を
超
え
て
お
り
、
又
は
超
え
る
お
そ
れ
が
著
し
く
大
き
い
と
き
（
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当

す
る
場
合
を
除
く
。）。

　

二 　

管
理
期
間
に
お
け
る
く
ろ
ま
ぐ
ろ
の
採
捕
の
数
量
が
、
県
計
画
で
定
め
る
当
該
管
理
期
間
に
お
け
る
採
捕
の
種

類
別
の
数
量
を
超
え
て
お
り
、
又
は
超
え
る
お
そ
れ
が
著
し
く
大
き
い
と
き
（
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除

く
。）。

　

三 　

管
理
期
間
に
お
け
る
く
ろ
ま
ぐ
ろ
の
採
捕
の
数
量
が
、
基
本
計
画
で
定
め
る
当
該
管
理
期
間
に
お
け
る
都
道
府

県
別
の
数
量
を
超
え
て
お
り
、
又
は
超
え
る
お
そ
れ
が
著
し
く
大
き
い
と
き
。

　

（
採
捕
の
停
止
）

第 

四
条　

知
事
が
前
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
を
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
告
示
に
併
せ
て
当
該
告
示
に
係
る
く
ろ
ま

ぐ
ろ
の
採
捕
の
停
止
の
期
間
を
別
に
定
め
た
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
告
示
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該

各
号
に
定
め
る
者
は
、
当
該
期
間
、
当
該
告
示
に
係
る
く
ろ
ま
ぐ
ろ
を
と
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
採
捕
を
し
て
は
な

ら
な
い
。

　

一　

前
条
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す
る
旨
の
告
示　

当
該
告
示
に
係
る
漁
業
を
営
む
者

　

二 　

前
条
第
三
号
に
該
当
す
る
旨
の
告
示　

海
洋
生
物
資
源
の
採
捕
の
数
量
等
報
告
規
則
（
平
成
八
年
宮
城
県
規
則

第
七
十
九
号
）
第
三
条
各
号
に
掲
げ
る
漁
業
（
同
条
第
七
号
に
掲
げ
る
漁
業
を
除
く
。）
を
営
む
者
及
び
遊
漁
者

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

　

荒
砥
沢
ダ
ム
操
作
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
十
一
号

　
　
　

荒
砥
沢
ダ
ム
操
作
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

荒
砥
沢
ダ
ム
操
作
規
則
（
平
成
十
四
年
宮
城
県
規
則
第
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
四
月
一
日
か
ら
四
月
二
十
五
日
ま
で
の
項
中
「
一
・
〇
二
一
立
方
メ
ー
ト
ル
」
を
「
一
・
三
六
二
立
方
メ
ー
ト

ル
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

訓

令

甲

〇
宮
城
県
訓
令
甲
第
二
号

　

勤
務
時
間
の
特
例
を
必
要
と
す
る
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　

勤
務
時
間
の
特
例
を
必
要
と
す
る
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

勤
務
時
間
の
特
例
を
必
要
と
す
る
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
五
十
三
年
宮
城
県
訓
令
甲
第
五
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
三
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

十
二　

労
働
委
員
会
事
務
局
審
査
調
整
課
に
勤
務
す
る
職
員

適
用
職
員

区　

分

勤　

務　

時　

間

休　

憩　

時　

間

労
働
相
談
の
業
務
に

従
事
す
る
職
員

Ａ
勤
務

Ｂ
勤
務

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
十

五
分
ま
で

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
四
十
五
分

ま
で

一
時
間
と
し
、
そ
の
時
限
は
、
業
務

の
実
情
に
応
じ
課
長
が
定
め
る
。

同

第3041号　平成31年３月12日　火曜日 （2）宮　　城　　県　　公　　報



　
　
　

附　

則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

訓
令
甲
・
企
業
局
・
議
会
・
人
事
委
員
会
・
監
査
委
員
・

宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

〇
宮
城
県
訓
令
甲
第
三
号

〇
宮
城
県
企
業
局
管
理
規
程
第
一
号

〇
宮
城
県
議
会
訓
令
甲
第
一
号

〇
宮
城
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
二
号

〇
宮
城
県
監
査
委
員
訓
令
第
一
号

〇
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
訓
令
第
一
号

　

職
員
安
全
衛
生
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
二
日

 

宮

城

県

知

事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

 

宮
城
県
公
営
企
業
管
理
者　
　

遠　
　

藤　
　

信　
　

哉　
　
　

 

宮

城

県

議

会

議

長　
　

佐　
　

藤　
　

光　
　

樹　
　
　

 

宮
城
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

千　
　

葉　
　

裕　
　

一　
　
　

 

宮
城
県
代
表
監
査
委
員　
　

石　
　

森　
　

建　
　

二　
　
　

 

宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
会
長　
　

畠　
　

山　
　

喜　
　

勝　
　
　

　
　
　

職
員
安
全
衛
生
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

職
員
安
全
衛
生
管
理
規
程
（
平
成
二
十
三
年
宮
城
県
訓
令
甲
第
十
号
、
平
成
二
十
三
年
宮
城
県
企
業
局
管
理
規
程
第

六
号
、
平
成
二
十
三
年
宮
城
県
議
会
訓
令
甲
第
六
号
、
平
成
二
十
三
年
宮
城
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
三
号
、
平
成
二
十

三
年
宮
城
県
監
査
委
員
訓
令
第
五
号
、
平
成
二
十
三
年
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
訓
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
六
条
第
一
項
中
「
第
一
号
の
う
ち
健
康
診
断
の
実
施
及
び
」
を
削
る
。

　

第
四
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

 　

宮
城
県
職
員
安
全
衛
生
管
理
者
は
、
精
神
系
疾
患
の
予
防
の
た
め
、
産
業
医
又
は
そ
の
他
専
門
の
医
師
が
職
員
か

ら
の
相
談
に
応
じ
、
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
と
る
よ
う
所
属
長
を

指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２ 　

所
属
長
は
、
精
神
系
疾
患
の
予
防
の
た
め
、
職
場
環
境
の
改
善
や
職
員
の
適
正
配
置
、
生
活
指
導
、
身
上
相
談
等

に
努
め
る
と
と
も
に
、
精
神
系
疾
患
の
疑
い
の
あ
る
職
員
が
い
る
場
合
に
は
、
産
業
医
又
は
そ
の
他
専
門
の
医
師
と

協
議
の
上
、
受
診
の
勧
奨
等
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
四
十
四
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

三　

特
定
業
務
従
事
職
員
健
康
診
断

　

四　

海
外
派
遣
職
員
の
健
康
診
断

　

第
四
十
四
条
第
二
項
中
「
前
項
各
号
」
を
「
第
一
項
各
号
及
び
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条

第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２ 　

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
宮
城
県
職
員
安
全
衛
生
管
理
者
は
、
職
員
の
疾
病
の
予
防
及
び
早
期
発
見
の
た
め

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、
職
員
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
健
康
診
断
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
四
十
五
条
中
「
職
員
診
療
所
の
医
師
た
る
」
を
削
る
。

　

第
四
十
八
条
中
「
、
所
属
長
を
経
由
の
上
」
を
削
る
。

　

第
四
十
九
条
第
一
項
中
「
所
属
長
が
証
明
し
た
」
を
「
認
め
ら
れ
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
証
明
は
」
を
「
健

康
診
断
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
」
に
、「
行
う
も
の
と
す
る
」
を
「
宮
城
県
職
員
安
全
衛
生
管
理
者
に
申
請

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
削
る
。

　

第
五
十
条
第
二
項
中
「
当
該
健
康
診
断
」
を
「
当
該
判
定
」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（3）　平成31年３月12日　火曜日 第3041号宮　　城　　県　　公　　報



様式第 8号（第49条関係）

健康診断免除申請書　（表面）

 年　　月　　日　　

　　宮城県職員安全衛生管理者　殿

　　　（総　務　部　長）

 申請者　　　　　　　　　　　　　　　㊞　

　　健康診断の免除を受けたいので，下記のとおり申請します。

記

所 属 名 　　　　年　　月　　日生（　　　歳）

職・氏名 　 職員番号

◎免除事由区分（該当項目に 印を記入） ◎詳細記載（疾病名・現在の状況等） 結果報告の方法

　□　疾病を治療中 □　裏面に記載

□　書面を添付

□　後日報告
（※やむを得ない場合）

　□　 疾病について医師の管理を受
けている

　□　その他

◎免除を受けようとする健康診断項目（免除希望項目に 印を入れてください。）

　□　定期健康診断の全項目
　□　定期健康診断の一部項目

検査項目

□
問診

□
診察

□
身長

□
体重

□
腹囲

□
視力

□
聴力

□
血圧

□
心電図

□
胸部X線

□
喀痰検査

□　血液生化学的検査 □
血糖

□　血液学的検査 □　尿検査

LDL
コレステロール

HDL
コレステロール 中性脂肪

AST
（GOT）

ALT
（GPT）

γ-GT
（γ-GTP） 赤血球数 血色素量 尿糖 尿蛋白

【注意事項】
１　検査項目に該当する疾患により治療又は医師の管理を受けている場合には，申請書により，健康診断の全部又は一部を免除す
ることができます。　（職員安全衛生管理規程第49条）
２　定期健康診断のうち法定検査項目は，原則として該当する全ての職員が受診しなければなりません。
　　（労働安全衛生法第66条第５項，職員安全衛生管理規程第47条）
３　健康診断免除申請書は，対象となる健康診断等が始まる前に提出することを原則とします。
４　太線枠内を職員本人が記載してください。主治医等に記載していただく必要はありません。
５　産休や育休，病休等により健康診断等を受診できない場合には，免除事由区分「その他」欄に 印を入れ，詳細記載欄に産休
等の期間を記載してください。

６　やむを得ず結果報告の方法を後日報告とした場合は，医療機関を受診後，法定検査項目に係る検査結果を速やかに提出してく
ださい。

７　法定検査項目に係る検査結果表がある場合には，その写しを添付しても構いません。ただし，当該年の検査結果に限ります。

（裏面に続く）

第3041号　平成31年３月12日　火曜日 （4）宮　　城　　県　　公　　報 （4）



健康診断免除申請書　（裏面）

　１　定期健康診断（※法定検査項目）

区　分 検　　　査　　　項　　　目 検査日 　　　年　　月　　日 備　　　　考
①問診
（既往症，
自覚症状）

　現在たばこを習慣的に吸っていますか
　　 「習慣的に吸っている者」とは，「合計100本以上，又は６カ
月以上吸っている者」であり，最近１カ月間も吸っている者

はい いいえ

　お酒（清酒，焼酎，ビール，洋酒など）を飲む頻度は 毎日 時々 殆ど飲まない
（飲めない）

　これまで（現在も含
む）に右に記載した病
気にかかったことがあ
りますか

１　肝臓病 なし あり 治療中
２　痛風（高尿酸血症） なし あり 治療中
３　呼吸器病 なし あり 治療中
４　眼底出血 なし あり 治療中
５　消化器病 なし あり 治療中 ※何れかを〇で囲む

　最近（１年以内）右
に記載のように感じる
ことがありますか

１　動悸，息切れ なし あり 　（対象：全職員）
２　顔，足のむくみ なし あり
３　言葉のもつれ なし あり
４　脈のみだれ なし あり
５　意識を失う なし あり
６　のどがよく渇く なし あり
７　胸の痛み，しめつけられる感じ なし あり
８　めまい，立ちくらみ なし あり
９　手足の麻痺 なし あり

②診察 他覚症状 ※医師による診察結果を記載
　（対象：全職員）

身　体
計　測

③身長，④体重 　　身長　（　　　　　㎝）　体重　（　　　　　　㎏） ※計測した数値を記載
　（対象：全職員）

⑤腹囲 　　腹囲　（　　　　　㎝） ※計測した数値を記載
　（対象：全職員）

生理学
的検査

⑥視力検査 　　裸眼・矯正　　（右：　　　　　）　（左：　　　　　）
※ 裸眼又は矯正の何れかを〇
で囲み，検査数値を記載
　（対象：全職員）

⑦聴力検査
（1000Hz） 　　右：所見なし・所見あり　　左：所見なし・所見あり

※ 所見なし又は所見ありの何
れかを〇で囲む
　（対象：全職員）

（4000Hz） 　　右：所見なし・所見あり　　左：所見なし・所見あり

生理学
的検査

⑧血圧測定 　　収縮期　（　　　　mmHg）　拡張期　（　　　mmHg） ※計測した数値を記載
　（対象：全職員）

⑨心電図検査（安静時） 　　正常・所見あり（　　　　　　　　　　　　　　　）
※ 所見ありの場合には，所見
内容を（　）内に記載
　（対象：全職員）

⑩
胸　部
検　査

胸部Ｘ線 　　正常・所見あり（　　　　　　　　　　　　　　　）
※ 所見ありの場合には，所見
内容を（　）内に記載
　（対象：全職員）

喀痰検査 ※ 医師が必要でないと認める
場合には省略可

⑪
血液生
化学的
検　査

LDLコレステロール mg/dL
HDLコレステロール mg/dL
中性脂肪 mg/dL
AST（GOT） IU/L ※計測した数値を記載
ALT（GPT） IU/L 　（対象：全職員）
γ－GT（γ－GTP） IU/L

⑫血糖（空腹時又は随時） 　　血糖　（　　　　mg/dL） 

※ 空腹時又は随時の何れかを
〇で囲む
※ 随時血糖は食後3.5時間以
上経過したもの
　（対象：全職員）

⑬
血液学
的検査

赤血球数 ×10⁴/μℓ ※計測した数値を記載
血色素量 g/dL 　（対象：全職員）

⑭
尿検査

糖 　　（－）　（±）　（＋）　（＋＋）　（＋＋＋）　判定不能 ※何れかを○で囲む
蛋白 　　（－）　（±）　（＋）　（＋＋）　（＋＋＋）　判定不能 　（対象：全職員）

２　備考欄

（5）　平成31年３月12日　火曜日 第3041号宮　　城　　県　　公　　報



　
　
　

附　

則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
百
七
十
六
号

　

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
形
質
変
更
時
要
届
出
区

域
と
し
て
、
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域

　

 　

栗
原
市
鶯
沢
南
郷
新
反
田
七
番
の
一
部
と
し
、
次
の
図
の
と
お
り
と
す
る
。
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二 　

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
に
お
い
て
土
壌
の
汚
染
状
態
が
土
壌
溶
出
量
基
準
及
び
土
壌
含
有
量
基
準
に
適
合
し
て

い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類

　
　

鉛
及
び
そ
の
化
合
物

三 　

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
に
お
い
て
土
壌
の
汚
染
状
態
が
土
壌
溶
出
量
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質

の
種
類

　
　

ほ
う
素
及
び
そ
の
化
合
物

〇
宮
城
県
告
示
第
百
七
十
七
号

　

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
一
条
の
五
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
児
通

所
支
援
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
四
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

指
定
障
害
児
通
所

支
援
の
種
類　
　

設
置
者
名

指
定
年
月
日

〇
四
五
〇
五
〇
〇
三
六
八

気
仙
沼
市
マ
ザ
ー
ズ

ホ
ー
ム

気
仙
沼
市
松
崎
柳
沢
二

百
十
六

－

八

保
育
所
等
訪
問
支

援

社
会
福
祉
法
人

気
仙
沼
市
社
会

福
祉
協
議
会

平
成
三
十
一
年

四
月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
七
十
八
号

　

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
一
条
の
五
の
十
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
障
害

児
通
所
支
援
事
業
者
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
を
廃
止
す
る
旨
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
四

の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

廃
止
す
る
指
定
障
害

児
通
所
支
援
の
種
類

設
置
者
名

廃
止
年
月
日

〇
四
五
二
七
〇
〇
五
一
一

み
ー
ち
ゃ
ん
ち

黒
川
郡
大
和
町
吉
岡
上

道
下
三
十
五

－

一

放
課
後
等
デ
イ
サ

ー
ビ
ス

特
定
非
営
利
活

動
法
人
幸
創

平
成
三
十
一
年

三
月
三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
七
十
九
号

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十

一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

指
定
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
種
類　

設
置
者
名

指
定
年
月
日

〇
四
一
二
七
〇
〇
七
一
八

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
颯　

杜
の
丘

黒
川
郡
大
和
町
杜
の
丘

二
丁
目
十
六
番
地
三
エ

ン
ジ
ェ
ル
コ
ー
ト
Ｃ
一

〇
一

居
宅
介
護

重
度
訪
問
介
護

株
式
会
社
颯

平
成
三
十
一
年

三
月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
八
十
号

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

五
十
一
条
の
十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
一
般
相
談
支
援
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五

十
一
条
の
三
十
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

指
定
一
般
相
談
支
援

の
種
類　
　
　
　
　

設
置
者
名

指
定
年
月
日

〇
四
三
二
四
〇
〇
三
九
八

サ
ポ
ー
ト
ケ
ア
亘
理
あ

り
の
ま
ま
舎
基
幹
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー

亘
理
郡
亘
理
町
字
古
舘

六
十
一

－

七

地
域
移
行
支
援

地
域
定
着
支
援

社
会
福
祉
法
人

あ
り
の
ま
ま
舎

平
成
三
十
一
年

三
月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
八
十
一
号

　

肥
料
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
肥
料
の
登
録

を
し
た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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登
録
年
月
日

登
録
番
号

（
宮
城
県
）

肥
料
の
種
類

肥
料
の
名
称

保
証
成
分
量
（
％
）

そ
の
他
の
規
格

生
産
業
者
の
氏
名

又　

は　

名　

称

生
産
業
者
の
住
所

有
効
期
限

窒
素
全
量
り
ん
酸
全
量

加
里
全
量
ア
ル
カ
リ
分

平
成
三
十
一
年

一
月
二
十
三
日

第
六
一
〇
号

消
石
灰

６
８
防
散
消
石
灰

六
八
・
〇

宮
城
共
同
化
工
株
式

会
社

宮
城
県
登
米
市
中
田
町
上
沼

字
北
桜
場
八
六

平
成
三
十
七
年

一
月
二
十
二
日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
八
十
二
号

　

肥
料
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
肥
料
の
登

録
有
効
期
間
の
更
新
を
し
た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

更
新
年
月
日

登
録
番
号

（
宮
城
県
）

肥
料
の
種
類

肥
料
の
名
称

保
証
成
分
量
（
％
）

そ
の
他
の
規
格

生
産
業
者
の
氏
名

又　

は　

名　

称

生
産
業
者
の
住
所

有
効
期
限

窒
素
全
量
り
ん
酸
全
量

加
里
全
量
ア
ル
カ
リ
分

平
成
三
十
年
十

月
二
十
五
日

第
五
七
七
号

副
産
動
物
質
肥
料

Ｊ
栄

－

１
号

一
四
・
〇

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
及
び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
公
定
規
格
の
と
お
り

ゼ
ラ
イ
ス
株
式
会
社

宮
城
県
多
賀
城
市
栄
四
丁
目

四
番
一
号

平
成
三
十
三
年

十
一
月
二
十
六

日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
八
十
三
号

　

肥
料
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
三
十
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
普
通
肥
料
の
検
査
の
結

果
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

平
成
三
十
年
五
月
〜
平
成
三
十
一
年
一
月
分

検

査

の

概

要

備

考

肥
料
の
種
類
等

保
証
票
添
付
者

肥

料

の

名

称

分

析

検

査

保
証
票
の
検
査

そ
の
他
の
検
査

項

目

指
摘
事
項

魚
か
す
粉
末

塩
釜
水
産
飼
料
株
式
会
社

三
徳
印
特
号
魚
粉

主
成
分

－

Ｔ
Ｎ
、
Ｔ
Ｐ

保
証
票
無
添
付

立
入
年
月
日

平
成
三
十
年
十
月

二
十
五
日

副
産
動
物
質
肥
料

ゼ
ラ
イ
ス
株
式
会
社

Ｊ
栄

－

１
号

主
成
分

－

Ｔ
Ｎ

保
証
票
記
載
事
項

脱
落

ひ
素
、
カ
ド
ミ
ウ

ム

立
入
年
月
日

平
成
三
十
年
十
一

月
十
二
日

副
産
石
灰
肥
料

三
浦
渉

シ
ェ
ル
１
０
０
％
肥
料

主
成
分

－

Ａ
Ｌ

保
証
票
記
載
不
適

正

ニ
ッ
ケ
ル
、
ク
ロ

ム
、
チ
タ
ン

立
入
年
月
日

平
成
三
十
年
十
二

月
十
三
日
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副
産
石
灰
肥
料

誠
信
産
業
株
式
会
社

か
き
が
ら
副
産
石
灰

主
成
分

－

Ａ
Ｌ

ニ
ッ
ケ
ル
、
ク
ロ

ム
、
チ
タ
ン

立
入
年
月
日

平
成
三
十
年
十
二

月
十
八
日

副
産
石
灰
肥
料

誠
信
産
業
株
式
会
社

カ
キ
ガ
ラ
副
産
石
灰

主
成
分

－

Ａ
Ｌ

ニ
ッ
ケ
ル
、
ク
ロ

ム
、
チ
タ
ン

立
入
年
月
日

平
成
三
十
一
年
一

月
十
日

混
合
有
機
質
肥
料

大
成
農
材
株
式
会
社

バ
イ
オ
ノ
有
機
Ｓ

主
成
分

－

Ｔ
Ｎ
、
Ｔ
Ｐ
、
Ｔ
Ｋ

ひ
素
、
カ
ド
ミ
ウ

ム

立
入
年
月
日

平
成
三
十
一
年
一

月
二
十
五
日

混
合
有
機
質
肥
料

大
成
農
材
株
式
会
社

バ
イ
オ
ノ
ミ
ク
ス

主
成
分
－
Ｔ
Ｎ
、
Ｔ
Ｐ
、
Ｔ
Ｋ

ひ
素
、
カ
ド
ミ
ウ

ム

立
入
年
月
日

平
成
三
十
一
年
一

月
二
十
五
日

　

（
注
）
一 　

分
析
検
査
及
び
そ
の
他
の
検
査
の
欄
は
、
検
査
対
象
荷
口
全
体
の
肥
料
を
代
表
し
得
る
よ
う
に
必
要
袋
数
（
ば
ら
の
場
合
に
は
、
必
要
部
位
数
）
を
抽
出
し
、
混
合
し
た
試
料
一
点
に
つ
い
て
検
査
し
た
結
果
で
あ
る
。

　
　
　
　

二　

分
析
検
査
の
項
目
に
係
る
指
摘
事
項
は
、
分
析
値
と
規
格
・
基
準
値
又
は
表
示
値
と
を
比
較
し
た
結
果
で
あ
る
。

　
　
　
　

三　

主
成
分
の
略
号
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｎ

－

窒
素
全
量
、
Ｔ
Ｐ

－

り
ん
酸
全
量
、
Ｔ
Ｋ

－

加
里
全
量
、
Ａ
Ｌ

－
ア
ル
カ
リ
分

〇
宮
城
県
告
示
第
百
八
十
四
号

　

肥
料
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
三
十
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
殊
肥
料
の
検
査
の
結

果
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

平
成
三
十
年
五
月
〜
平
成
三
十
一
年
一
月
分

特　

殊　

肥　

料

の　

指　

定　

名

生
産
業
者
、
輸
入
業
者
若
し

く
は
販
売
業
者
又
は
表
示
者

届　

出　

名

（
及
び
商
品
名
）

検　
　
　

査　
　
　

の　
　
　

結　
　
　

果

備　
　

考

Ｔ
Ｎ

（
％
）

Ｔ
Ｐ

（
％
）

Ｔ
Ｋ

（
％
）

Ｔ
Ｃ
ｕ

（
㎎
／
㎏
）

Ｔ
Ｚ
ｎ

（
㎎
／
㎏
）

Ｔ
Ｃ
ａ
Ｏ

（
％
）

Ｃ
／
Ｎ

水
分

（
％
）

そ
の
他

の
検
査

堆
肥

細
川
信
寿

た
い
肥

〇
・
六
一

〇
・
三
五

〇
・
四
一

一
九
・
六

六
六
・
一

立
入
年
月
日

平
成
三
十
年
十
一

月
七
日

堆
肥

後
藤
正
廣

お
！
ｅ
ゆ
う
き

〇
・
六
七

〇
・
五
二

〇
・
六
五

一
七
・
四

六
七
・
七

立
入
年
月
日

平
成
三
十
年
十
一

月
七
日

堆
肥

気
仙
沼
市

も
と
よ
し
有
機

一
・
八
五

二
・
一
一

三
・
九
一

五
〇
五

一
四
・
七

三
一
・
四

立
入
年
月
日

平
成
三
十
年
十
二

月
十
三
日

堆
肥

根
白
石
有
機
肥
料
生
産
組
合

泉
の
め
ぐ
み

〇
・
五
六

〇
・
三
七

〇
・
六
九

一
六
・
九

七
二
・
〇

立
入
年
月
日

平
成
三
十
年
十
二

月
十
三
日
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堆
肥

ゴ
ー
ル
ド
興
産
株
式
会
社

レ
ッ
ツ
ゴ
ー
１
号

五
・
一
二

五
・
一
四

五
・
六
三

六
九
三

五
・
四

一
〇
・
二

立
入
年
月
日

平
成
三
十
年
十
二

月
十
七
日

堆
肥

ゴ
ー
ル
ド
興
産
株
式
会
社

み
ど
り
の
神
様
１
号

五
・
〇
九

五
・
〇
六

五
・
六
九

六
七
五

五
・
四

一
〇
・
三

立
入
年
月
日

平
成
三
十
年
十
二

月
十
七
日

堆
肥

有
限
会
社
う
し
ち
ゃ
ん
フ
ァ

ー
ム

完
熟
堆
肥
う
し
ち
ゃ
ん
の
ち

か
ら

〇
・
四
八

〇
・
五
九

〇
・
五
八

二
五
・
一

六
九
・
二

立
入
年
月
日

平
成
三
十
年
十
二

月
十
八
日

堆
肥

み
や
ぎ
登
米
農
業
協
同
組
合

登
米
パ
ワ
ー
有
機

二
・
〇
四

五
・
〇
九

二
・
六
三

二
九
九

一
三
六
九

一
〇
・
七

三
一
・
八

立
入
年
月
日

平
成
三
十
年
十
二

月
二
十
日

堆
肥

み
や
ぎ
登
米
農
業
協
同
組
合

大
き
く
な
ぁ
れ

一
・
九
五

三
・
八
六

二
・
五
一

一
七
四

一
二
六
一

一
四
・
〇

二
〇
・
一

立
入
年
月
日

平
成
三
十
年
十
二

月
二
十
日

堆
肥

大
谷
地
堆
肥
生
産
組
合

牛
ふ
ん
た
い
肥

〇
・
九
七

〇
・
八
六

一
・
二
七

一
三
・
九

五
六
・
六

立
入
年
月
日

平
成
三
十
一
年
一

月
十
一
日

堆
肥

株
式
会
社
さ
く
ら
牧
場

牛
ふ
ん
た
い
肥

〇
・
五
七

〇
・
五
九

〇
・
六
六

二
一
・
〇

六
八
・
九

立
入
年
月
日

平
成
三
十
一
年
一

月
二
十
五
日

堆
肥

株
式
会
社
栗
駒
ポ
ー
ト
リ
ー

醗
酵
け
い
ふ
ん

二
・
六
三

四
・
三
九

三
・
〇
六

五
一
六

八
・
七

二
六
・
九

立
入
年
月
日

平
成
三
十
一
年
一

月
三
十
日

堆
肥

株
式
会
社
栗
駒
ポ
ー
ト
リ
ー

と
り
＆
と
ん
ユ
ー
キ

二
・
三
〇

五
・
八
九

三
・
九
七

一
八
八

九
〇
二

八
・
五

二
五
・
一

立
入
年
月
日

平
成
三
十
一
年
一

月
三
十
日

堆
肥

有
限
会
社
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
宮

城

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
堆
肥

〇
・
六
三

〇
・
六
四

〇
・
七
六

二
一
・
八

六
二
・
五

立
入
年
月
日

平
成
三
十
一
年
一

月
三
十
日

備
考　

一　

分
析
検
査
を
実
施
し
た
成
分
の
略
号
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｎ

－

窒
素
全
量
、
Ｔ
Ｐ

－

り
ん
酸
全
量
、
Ｔ
Ｋ

－

加
里
全
量
、
Ｔ
Ｃ
ｕ

－

銅
全
量
、
Ｔ
Ｚ
ｎ

－

亜
鉛
全
量
、
Ｔ
Ｃ
ａ
Ｏ

－

石
灰
全
量
、
Ｃ
／
Ｎ

－

炭
素
窒
素
比
、
水
分

－

水
分
含
有
量

　
　
　

二　

分
析
値
は
、
Ｔ
Ｃ
ｕ
、
Ｔ
Ｚ
ｎ
及
び
Ｔ
Ｃ
ａ
Ｏ
に
つ
い
て
は
乾
物
当
た
り
の
数
値
、
そ
れ
以
外
の
項
目
に
つ
い
て
は
現
物
当
た
り
の
数
値
で
あ
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
百
八
十
五
号

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
監
視

伝
染
病
の
発
生
の
状
況
等
を
把
握
す
る
た
め
の
検
査
（
以
下
「
検
査
」
と
い
う
。）
を
実
施
す
る
の
で
、
当
該
家
畜
の

所
有
者
に
対
し
、
検
査
を
受
け
る
べ
き
旨
を
命
ず
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

実
施
の
目
的

　
　

ブ
ル
セ
ラ
病
及
び
結
核
病
の
発
生
予
防

二　

実
施
す
る
区
域

　
　

県
内
一
円

三　

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲

　

１　

種
付
け
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
目
的
で
飼
育
し
て
い
る
雄
牛

　

２　

共
同
牧
野
等
に
放
牧
す
る
牛

　

３　

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
牛
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四　

実
施
の
期
日

　
 　

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
当
該
区
域
を
管
轄
す
る
家

畜
保
健
衛
生
所
長
が
指
定
す
る
日

五　

検
査
の
方
法

　

 　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
農
林
省
令
第
三
十
五
号
）
別
表
第
一
に
規
定
す
る
方
法

〇
宮
城
県
告
示
第
百
八
十
六
号

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
監
視

伝
染
病
の
発
生
の
状
況
等
を
把
握
す
る
た
め
の
検
査
（
以
下
「
検
査
」
と
い
う
。）
を
実
施
す
る
の
で
、
当
該
家
畜
の

所
有
者
に
対
し
、
検
査
を
受
け
る
べ
き
旨
を
命
ず
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

実
施
の
目
的

　
　

ヨ
ー
ネ
病
の
発
生
予
防

二　

実
施
す
る
区
域

　
　

県
内
一
円

三　

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲

　

１ 　

搾
乳
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
目
的
で
飼
育
し
て
い
る
雌
牛
で
、
丸
森
町
、
山
元
町
、
利
府
町
、
大
衡
村
、

加
美
町
（
旧
中
新
田
町
、
小
野
田
町
及
び
宮
崎
町
の
区
域
）、
栗
原
市
（
旧
瀬
峰
町
の
区
域
）、
気
仙
沼
市
、
登
米

市
（
旧
豊
里
町
の
区
域
）
又
は
東
松
島
市
で
飼
育
し
て
い
る
も
の
（
生
後
二
十
四
月
未
満
の
も
の
を
除
く
。）

　

２ 　

繁
殖
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
目
的
で
飼
育
し
て
い
る
肉
用
雌
牛
で
、
七
ヶ
宿
町
、
村
田
町
、
川
崎
町
、
仙

台
市
、
岩
沼
市
、
亘
理
町
、
大
崎
市
（
旧
松
山
町
の
区
域
）、
美
里
町
、
栗
原
市
（
旧
栗
駒
町
及
び
鶯
沢
町
の
区
域
）、

登
米
市
（
旧
迫
町
の
区
域
）
又
は
石
巻
市
（
旧
北
上
町
の
区
域
）
で
飼
育
し
て
い
る
も
の
（
生
後
二
十
四
月
未
満

の
も
の
を
除
く
。）

　

３　

種
付
け
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
目
的
で
飼
育
し
て
い
る
雄
牛

　

４ 　

１
の
牛
と
同
一
施
設
内
で
繁
殖
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
目
的
で
飼
育
し
て
い
る
肉
用
雌
牛
（
生
後
二
十
四

月
未
満
の
も
の
を
除
く
。）

　

５　

共
同
牧
野
等
に
放
牧
す
る
牛

　

６　

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
牛

四　

実
施
の
期
日

　

 　

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
当
該
区
域
を
管
轄
す
る
家

畜
保
健
衛
生
所
長
が
指
定
す
る
日

五　

検
査
の
方
法

　

 　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
農
林
省
令
第
三
十
五
号
）
別
表
第
一
に
規
定
す
る
方
法

〇
宮
城
県
告
示
第
百
八
十
七
号

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
監
視

伝
染
病
の
発
生
の
状
況
等
を
把
握
す
る
た
め
の
検
査
（
以
下
「
検
査
」
と
い
う
。）
を
実
施
す
る
の
で
、
当
該
家
畜
の

所
有
者
に
対
し
、
検
査
を
受
け
る
べ
き
旨
を
命
ず
る
。　　
　
　

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

実
施
の
目
的　

　
　

ア
カ
バ
ネ
病
、
チ
ュ
ウ
ザ
ン
病
、
ア
イ
ノ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
イ
バ
ラ
キ
病
及
び
牛
流
行
熱
の
発
生
予
察

二　

実
施
す
る
区
域　

　
　

県
内
一
円

三　

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲　

　
　

家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
必
要
と
認
め
る
牛

四　

実
施
の
期
日　

　

 　

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
当
該
区
域
を
管
轄
す
る
家

畜
保
健
衛
生
所
長
が
指
定
す
る
日

五　

検
査
の
方
法

　
　

血
清
学
的
検
査

〇
宮
城
県
告
示
第
百
八
十
八
号

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
監
視

伝
染
病
の
発
生
の
状
況
等
を
把
握
す
る
た
め
の
検
査
（
以
下
「
検
査
」
と
い
う
。）
を
実
施
す
る
の
で
、
当
該
家
畜
（
死

体
）
の
所
有
者
に
対
し
、
検
査
を
受
け
る
べ
き
旨
を
命
ず
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

実
施
の
目
的　

　
　

伝
達
性
海
綿
状
脳
症
の
発
生
状
況
の
把
握

二　

実
施
す
る
区
域

　
　

県
内
一
円

三　

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
（
死
体
）
の
種
類
及
び
範
囲　

　

 　

次
に
掲
げ
る
家
畜
（
死
体
）。
た
だ
し
、
牛
海
綿
状
脳
症
対
策
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
農
林
水
産
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省
令
第
五
十
八
号
）
第
四
条
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。

　

１　

特
定
臨
床
症
状
を
示
す
全
月
齢
の
死
亡
牛

　

２　

生
前
に
歩
行
困
難
、
起
立
不
能
等
で
あ
っ
た
四
十
八
カ
月
齢
以
上
の
死
亡
牛

　

３　

１
及
び
２
以
外
の
九
十
六
カ
月
齢
以
上
の
死
亡
牛

四　

実
施
の
期
日　

　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五　

検
査
の
方
法　

　
　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
農
林
省
令
第
三
十
五
号
）
別
表
第
一
に
規
定
す
る
方
法

〇
宮
城
県
告
示
第
百
八
十
九
号

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
監
視

伝
染
病
の
発
生
の
状
況
等
を
把
握
す
る
た
め
の
検
査
（
以
下
「
検
査
」
と
い
う
。）
を
実
施
す
る
の
で
、
当
該
家
畜
の

所
有
者
に
対
し
、
検
査
を
受
け
る
べ
き
旨
を
命
ず
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
二
日

 
宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

実
施
の
目
的　

　
　

豚
コ
レ
ラ
の
発
生
予
防

二　

実
施
す
る
区
域　

　
　

県
内
一
円

三　

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲　

　
　

次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
必
要
と
認
め
る
豚

　

１　

繁
殖
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
目
的
で
飼
育
し
て
い
る
雌
豚

　

２　

種
付
け
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
目
的
で
飼
育
し
て
い
る
雄
豚

　

３　

肥
育
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
目
的
で
飼
育
し
て
い
る
豚

四　

実
施
の
期
日　

　

 　

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
当
該
区
域
を
管
轄
す
る
家

畜
保
健
衛
生
所
長
が
指
定
す
る
日

五　

検
査
の
方
法　

　

 　

豚
コ
レ
ラ
に
関
す
る
特
定
家
畜
伝
染
病
防
疫
指
針
（
平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
六
日
農
林
水
産
大
臣
公
表
）
に
規

定
す
る
方
法

〇
宮
城
県
告
示
第
百
九
十
号

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
監
視

伝
染
病
の
発
生
の
状
況
等
を
把
握
す
る
た
め
の
検
査
（
以
下
「
検
査
」
と
い
う
。）
を
実
施
す
る
の
で
、
当
該
家
畜
の

所
有
者
に
対
し
、
検
査
を
受
け
る
べ
き
旨
を
命
ず
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

実
施
の
目
的　

　
　

オ
ー
エ
ス
キ
ー
病
の
発
生
予
防

二　

実
施
す
る
区
域　

　
　

県
内
一
円

三　

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲　

　
　

次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
必
要
と
認
め
る
豚

　

１　

繁
殖
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
目
的
で
飼
育
し
て
い
る
雌
豚

　

２　

種
付
け
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
目
的
で
飼
育
し
て
い
る
雄
豚

　

３　

１
又
は
２
の
豚
と
同
一
施
設
内
で
飼
育
し
て
い
る
豚

四　

実
施
の
期
日　

　

 　

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
当
該
区
域
を
管
轄
す
る
家

畜
保
健
衛
生
所
長
が
指
定
す
る
日

五　

検
査
の
方
法　

　
　

血
清
学
的
検
査

〇
宮
城
県
告
示
第
百
九
十
一
号

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
監
視

伝
染
病
の
発
生
の
状
況
等
を
把
握
す
る
た
め
の
検
査
（
以
下
「
検
査
」
と
い
う
。）
を
実
施
す
る
の
で
、
当
該
家
畜
の

所
有
者
に
対
し
、
検
査
を
受
け
る
べ
き
旨
を
命
ず
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

実
施
の
目
的　

　
　

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
低
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
予
防

二　

実
施
す
る
区
域　

　
　

県
内
一
円

三　

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲

　

 　

家
き
ん
（
飼
養
羽
数
が
百
羽
以
上
（
だ
ち
ょ
う
は
十
羽
以
上
）
の
農
場
に
お
い
て
飼
育
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。）

の
う
ち
家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
必
要
と
認
め
る
も
の
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四　

実
施
の
期
日　

　
 　

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
当
該
区
域
を
管
轄
す
る
家

畜
保
健
衛
生
所
長
が
指
定
す
る
日

五　

検
査
の
方
法

　

 　

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
低
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
特
定
家
畜
伝
染
病
防
疫
指
針
（
平

成
二
十
七
年
九
月
九
日
農
林
水
産
大
臣
公
表
）
に
規
定
す
る
方
法

〇
宮
城
県
告
示
第
百
九
十
二
号

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
監
視

伝
染
病
の
発
生
の
状
況
等
を
把
握
す
る
た
め
の
検
査
（
以
下
「
検
査
」
と
い
う
。）
を
実
施
す
る
の
で
、
当
該
家
畜
の

所
有
者
に
対
し
、
検
査
を
受
け
る
べ
き
旨
を
命
ず
る
。　　
　
　

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

実
施
の
目
的　

　
　

家
き
ん
サ
ル
モ
ネ
ラ
感
染
症
の
発
生
予
防

二　

実
施
す
る
区
域　

　
　

県
内
一
円

三　

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲　

　
　

家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
必
要
と
認
め
る
種
鶏

四　

実
施
の
期
日　

　

 　

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
当
該
区
域
を
管
轄
す
る
家

畜
保
健
衛
生
所
長
が
指
定
す
る
日

五　

検
査
の
方
法　

　
　

血
清
学
的
検
査

〇
宮
城
県
告
示
第
百
九
十
三
号

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
監
視

伝
染
病
の
発
生
の
状
況
等
を
把
握
す
る
た
め
の
検
査
（
以
下
「
検
査
」
と
い
う
。）
を
実
施
す
る
の
で
、
当
該
家
畜
の

所
有
者
に
対
し
、
検
査
を
受
け
る
べ
き
旨
を
命
ず
る
。　　
　
　

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

実
施
の
目
的　

　
　

牛
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
症
、
ト
リ
コ
モ
ナ
ス
病
、
馬
パ
ラ
チ
フ
ス
及
び
豚
ブ
ル
セ
ラ
病
の
発
生
予
防

二　

実
施
す
る
区
域　

　
　

県
内
一
円

三　

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲　

　
　

次
に
掲
げ
る
牛
、
馬
及
び
豚

　

１　

家
畜
改
良
増
殖
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
号
）
で
定
め
る
種
畜

　

２　

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
牛
、
馬
及
び
豚

四　

実
施
の
期
日　

　

 　

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
当
該
区
域
を
管
轄
す
る
家

畜
保
健
衛
生
所
長
が
指
定
す
る
日

五　

検
査
の
方
法　

　

 　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
農
林
省
令
第
三
十
五
号
）
別
表
第
一
、
病
性
鑑
定
指
針
（
平
成

二
十
七
年
三
月
十
三
日
付
け
二
十
六
消
安
第
四
千
六
百
八
十
六
号
農
林
水
産
省
消
費
・
安
全
局
長
通
知
）
及
び
種
畜

検
査
執
務
要
領
（
平
成
十
三
年
四
月
十
六
日
付
け
十
三
独
家
セ
第
二
百
十
七
号
独
立
行
政
法
人
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー

理
事
長
通
知
）
に
規
定
す
る
方
法

〇
宮
城
県
告
示
第
百
九
十
四
号

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
監
視

伝
染
病
の
発
生
の
状
況
等
を
把
握
す
る
た
め
の
検
査
（
以
下
「
検
査
」
と
い
う
。）
を
実
施
す
る
の
で
、
当
該
家
畜
の

所
有
者
に
対
し
、
検
査
を
受
け
る
べ
き
旨
を
命
ず
る
。　　
　
　

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

実
施
の
目
的　

　
　

腐
蛆そ

病
の
発
生
予
防

二　

実
施
す
る
区
域　

　
　

県
内
一
円

三　

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲　

　
　

蜜
蜂
（
転
飼
及
び
定
飼
蜂
群
）
の
う
ち
家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
必
要
と
認
め
る
も
の

四　

実
施
の
期
日　

　

 　

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
当
該
区
域
を
管
轄
す
る
家

畜
保
健
衛
生
所
長
が
指
定
す
る
日

五　

検
査
の
方
法　

　
　

臨
床
検
査
及
び
細
菌
検
査
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〇
宮
城
県
告
示
第
百
九
十
五
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

塩
竈
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

名
所
又
は
旧
跡
の
風
致
の
保
存

三　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　

㈡ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈢　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
塩
竈
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
百
九
十
六
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

名
取
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

干
害
の
防
備

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　

⑵ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

名
取
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

公
衆
の
保
健

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　

⑵ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

三
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

岩
沼
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

名
所
又
は
旧
跡
の
風
致
の
保
存

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　

⑵ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
関
係
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）
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〇
宮
城
県
告
示
第
百
九
十
七
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

加
美
町

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

大
崎
広
域
都
市
計
画
下
水
道
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

加
美
町
公
共
下
水
道

三　

事
業
施
行
期
間

　

 　

「
昭
和
六
十
二
年
一
月
十
三
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
昭
和
六
十
二
年
一
月
十
三
日
か

ら
平
成
三
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
百
九
十
八
号

　

県
指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
及
び
取
扱
事
務
の
範
囲
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　

県
指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
及
び
取
扱
事
務
の
範
囲
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　

県
指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
及
び
取
扱
事
務
の
範
囲
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
県
告
示
第
百
九

十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
第
三
号
の
表
株
式
会
社
み
ず
ほ
銀
行
の
項
及
び
株
式
会
社
三
井
住
友
銀
行
の
項
中
「
県
内
」
を
「
国
内
」

に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
告
示
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

教
育
委
員
会

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
告
示
第
六
号

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
十
四
条
の
規
定
に
よ

り
、
教
育
委
員
会
の
定
例
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
会
議
の
傍
聴
を
希
望
す
る
者
は
、
次
に
定
め
る
手
続
に
従
っ
て
傍
聴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
二
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

教 

育 

長　
　

髙　
　

橋　
　
　
　
　

仁　
　
　

一　

日　

時　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
八
日　

午
後
一
時
三
十
分

二　

場　

所　

教
育
委
員
会
会
議
室

三　

事　

件

　
　

第
一
号
議
案　

職
員
の
人
事
に
つ
い
て

　
　

第
二
号
議
案　

教
育
功
績
者
表
彰
に
つ
い
て

　
　

第
三
号
議
案　

宮
城
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

第
四
号
議
案　

 

県
立
学
校
職
員
の
人
事
評
価
に
関
す
る
規
則
及
び
市
町
村
立
学
校
職
員
の
人
事
評
価
に
関
す
る
規

則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

第
五
号
議
案　

教
育
職
員
の
免
許
状
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

第
六
号
議
案　

教
育
職
員
の
免
許
状
の
有
効
期
間
の
更
新
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

第
七
号
議
案　

宮
城
県
指
導
力
不
足
等
教
員
審
査
委
員
会
委
員
の
人
事
に
つ
い
て

　
　

第
八
号
議
案　

宮
城
県
教
科
用
図
書
選
定
審
議
会
委
員
及
び
専
門
委
員
の
人
事
に
つ
い
て

　
　

第
九
号
議
案　

宮
城
県
美
術
館
協
議
会
美
術
品
収
集
専
門
部
会
委
員
の
人
事
に
つ
い
て

　
　

第
十
号
議
案　

美
術
品
等
取
得
基
金
管
理
運
用
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

四　

傍
聴
者
の
定
員

　
　

十
二
人

五　

傍
聴
手
続

　

１ 　

傍
聴
希
望
の
受
付
は
、
会
議
開
会
三
十
分
前
か
ら
十
分
前
ま
で
に
、
当
該
会
議
の
会
場
に
参
集
し
た
傍
聴
希
望

者
に
対
し
て
行
い
ま
す
。

　

２　

傍
聴
の
手
続
は
、
先
着
順
で
行
い
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
希
望
者
全
員
に
よ
る
抽
選
と
し
ま
す
。

六　

問
い
合
わ
せ
先
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仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　

宮
城
県
教
育
庁
総
務
課
総
務
班
（
電
話
〇
二
二

－

二
一
一

－

三
六
一
一
）

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
二
十
号

　

平
成
三
十
一
年
三
月
一
日
現
在
に
お
け
る
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
四
条
第
一
項

及
び
第
七
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
直
接
請
求
に
要
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
並
び
に
第

七
十
六
条
第
一
項
、
第
八
十
条
第
一
項
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
直
接
請
求
に

要
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て

は
そ
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て

得
た
数
、
そ
の
総
数
が
八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数

と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
）
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
二
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委 
員 
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

一　

地
方
自
治
法
第
七
十
四
条
第
一
項
及
び
第
七
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
五
十
分
の
一
の
数

　
　

三
八
、
七
九
五

二 　

地
方
自
治
法
第
七
十
六
条
第
一
項
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
八
十
万
を
超

え
る
数
に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て

得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数

　
　

三
四
二
、
四
六
八

三　

地
方
自
治
法
第
八
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
三
分
の
一
の
数

　
　

青

葉

選

挙

区　
　

八
一
、
八
一
八　
　
　
　

岩

沼

選

挙

区 

一
二
、
一
九
四

　
　

宮
城
野
選
挙
区　
　

五
二
、
九
〇
二　
　
　
　

登

米

選

挙

区 

二
二
、
七
五
七

　
　

若

林

選

挙

区　
　

三
八
、
一
〇
八　
　
　
　

栗

原

選

挙

区 

一
九
、
七
七
二

　
　

太

白

選

挙

区　
　

六
四
、
〇
二
二　
　
　
　

東
松
島
選
挙
区 

一
一
、
二
三
四

　
　

泉

選

挙

区　
　

五
九
、
九
五
八　
　
　
　

大

崎

選

挙

区 

三
六
、
七
六
六

　
　

石
巻
・
牡
鹿
選
挙
区　
　

四
三
、
〇
九
七　
　
　
　

富
谷
・
黒
川
選
挙
区 

二
五
、
四
三
〇

　
　

塩

釜

選

挙

区　
　

一
五
、
六
五
三　
　
　
　

柴

田

選

挙

区 

二
三
、
〇
六
一

　
　

気
仙
沼
・
本
吉
選
挙
区　
　

二
二
、
三
〇
四　
　
　
　

亘

理

選

挙

区 

一
三
、
一
三
八

　
　

白
石
・
刈
田
選
挙
区　
　

一
三
、
七
二
六　
　
　
　

宮

城

選

挙

区 

一
四
、
〇
〇
四

　
　

名

取

選

挙

区　
　

二
一
、
二
四
三　
　
　
　

加

美

選

挙

区 

八
、
六
四
五

　
　

角
田
・
伊
具
選
挙
区　
　

一
二
、
三
三
五　
　
　
　

遠

田

選

挙

区 

一
一
、
七
五
九

　
　

多
賀
城
・
七
ヶ
浜
選
挙
区　
　

二
二
、
六
六
三

〇
宮
選
管
告
示
第
二
十
一
号

　

平
成
三
十
一
年
三
月
一
日
現
在
に
お
け
る
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律

第
百
六
十
二
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
直
接
請
求
に
要
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
八
十
万
を
超
え

る
数
に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た

数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
二
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委 

員 

長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

　
　

三
四
二
、
四
六
八

〇
宮
選
管
告
示
第
二
十
二
号

　

平
成
七
年
宮
選
管
告
示
第
八
号
（
個
人
演
説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
告
示
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
二
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委 

員 

長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

　

仙
台
市
国
見
保
育
所
の
項
中
「
同　

市
青
葉
区
国
見
一
丁
目
一
七
番
一
七
号
」
を
「
同　

市
青
葉
区
子
平
町
一
〇
番

五
号
」
に
、
仙
台
市
落
合
保
育
所
の
項
中
「
同　

市
青
葉
区
下
愛
子
字
森
下
一
番
地
の
五
三
」
を
「
同　

市
青
葉
区
落

合
二
丁
目
一
二
番
七
号
」
に
、
仙
台
市
上
原
市
営
住
宅
集
会
所
の
項
中
「
同　

市
青
葉
区
上
愛
子
字
上
原
二
三
番
地
の

一
」
を
「
同　

市
青
葉
区
愛
子
中
央
三
丁
目
二
八
番
地
」
に
、
仙
台
市
鶴
ヶ
谷
第
二
市
営
住
宅
第
二
集
会
所
の
項
中
「
同

　

市
宮
城
野
区
鶴
ヶ
谷
六
丁
目
一
三
番
地
」
を
「
同　

市
宮
城
野
区
鶴
ヶ
谷
六
丁
目
一
五
番
地
の
一
」
に
、
仙
台
市
幸

町
市
営
住
宅
第
一
集
会
所
の
項
中
「
同　

市
宮
城
野
区
幸
町
五
丁
目
六
番
一
号
」
を
「
同　

市
宮
城
野
区
幸
町
五
丁
目

五
番
」
に
、
仙
台
市
幸
町
市
営
住
宅
第
二
集
会
所
の
項
中
「
同　

市
宮
城
野
区
幸
町
五
丁
目
五
番
」
を
「
同　

市
宮
城

野
区
幸
町
五
丁
目
三
番
一
号
」
に
、
仙
台
市
上
飯
田
横
堀
保
育
所
の
項
中
「
同　

市
若
林
区
上
飯
田
一
丁
目
一
七
番
四

五
号
」
を
「
同　

市
若
林
区
上
飯
田
一
丁
目
一
七
番
四
七
号
」
に
、
仙
台
市
若
林
市
営
住
宅
集
会
所
の
項
中
「
同　

市

若
林
区
若
林
四
丁
目
二
番
」
を
「
同　

市
若
林
区
若
林
四
丁
目
二
番
一
九
号
」
に
、
仙
台
市
飯
田
保
育
所
の
項
中
「
同

　

市
太
白
区
郡
山
字
新
新
田
東
六
番
地
の
一
六
」
を
「
同　

市
太
白
区
東
郡
山
二
丁
目
九
番
一
号
」
に
、
仙
台
市
四
郎

丸
市
営
住
宅
集
会
所
の
項
中
「
同　

市
太
白
区
四
郎
丸
字
大
宮
二
六
番
地
」
を
「
同　

市
太
白
区
四
郎
丸
字
大
宮
二
六
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番
地
の
一
」
に
、
仙
台
市
四
郎
丸
東
市
営
住
宅
集
会
所
の
項
中
「
同　

市
太
白
区
四
郎
丸
字
落
合
三
五
番
地
」
を
「
同

　

市
太
白
区
四
郎
丸
字
落
合
二
三
番
地
の
一
」
に
、
仙
台
市
湯
元
保
育
所
の
項
中
「
同　

市
太
白
区
秋
保
町
湯
元
字
湯

向
六
番
地
」
を
「
同　

市
太
白
区
秋
保
町
湯
向
二
四
番
地
の
一
一
」
に
、
丸
山
集
会
所
の
項
中
「
同　

市
泉
区
上
谷
刈

字
丸
山
三
番
地
の
一
九
五
」
を
「
同　

市
泉
区
上
谷
刈
五
丁
目
二
三
番
八
号
」
に
、
上
谷
刈
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
同　

市
泉
区
上
谷
刈
字
山
下
七
四
番
地
の
一
三
」
を
「
同　

市
泉
区
上
谷
刈
三
丁
目
九
番
一
一
号
」
に
、
住
吉
台
西
三
丁
目

集
会
所
の
項
中
「
同　

市
泉
区
住
吉
台
西
三
丁
目
七
番
地
五
」
を
「
同　

市
泉
区
住
吉
台
西
三
丁
目
七
番
地
の
五
」
に

改
め
る
。
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